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第
百
十
一
號

菅
家
羅
誠
豊
そ
⑳
翻
魂
漢
齋
識

第
十
巻

第
六
冊

加

　チす　の

縢

　
　
i
f
目
　
次
f

前
篇
　
根
本
史
料
の
研
∵
究

　
　
第
一
章
　
菅
家
遺
誠
の
寓
本
に
就
い
て

　
　
第
二
章
　
菅
家
逡
誠
の
板
本
に
就
い
て

　
　
第
三
章
　
和
魂
漢
才
の
石
碑
に
就
い
て

中
篇
　
傭
…
作
及
び
蜜
入
の
研
究

　
　
第
一
章
　
菅
家
蓮
誠
の
僑
作
に
就
い
て

　
　
第
二
章
　
第
廿
一
第
廿
二
爾
章
の
猿
入
に
就
い
て

後
篇
　
田
本
思
想
史
上
に
於
け
る
菅
家
逡
誠
ご
そ
の
和
魂
漢
才
説
こ
の
地
位

　
　
第
一
章
　
儒
作
及
び
窟
入
の
思
想
吏
的
背
景

　
　
第
二
章
　
菅
家
蓮
誠
及
び
そ
の
和
魂
漢
才
説
の
後
世
に
及
ぼ
せ
る
影
響

　
菅
家
遺
誠
ミ
そ
の
和
魂
漢
オ
観

輔
仁
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鯉
學
研
究
第
百
十
｝
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
動
も
す
れ
ば
菅
原
滋
眞
の
作
で
あ
る
ご
誤
解
さ
れ
易
い
菅
家
遣
誠
及
び
そ
の
和
魂
漢
才
説
に

面
す
る
史
料
を
提
供
し
併
せ
て
考
謹
的
に
研
究
せ
ん
ご
す
る
の
が
本
論
文
の
目
的
で
あ
る
。
師

ち
前
篇
に
於
て
は
そ
の
副
本
板
本
及
び
石
碑
等
の
史
料
を
掲
げ
、
中
篇
に
於
て
は
是
等
の
史
料
ご

他
の
書
淫
ε
に
糠
っ
て
、
菅
家
逡
誠
の
儒
作
ご
、
激
青
史
や
倫
理
史
の
上
で
重
大
な
意
義
を
有
す
る

第
廿
一
第
賢
二
の
爾
章
郎
ち

　
　
凡
紳
國
一
世
無
窮
之
玄
妙
者
、
不
レ
可
一
敢
而
窺
知
躍
レ
學
韓
土
三
代
周
面
之
聖
経
輩
命
之
國
風
深

　
　
可
加
　
思
慮
一
也
（
第
廿
一
章
）

　
　
凡
國
善
所
レ
要
、
錐
レ
欲
下
前
渉
　
古
今
｛
究
甲
墨
入
い
専
守
レ
非
和
魂
漢
才
一
面
レ
能
レ
論
断
其
雨
蓋
一
実
（
第
廿
二
章
）

の
蜜
入
ご
に
就
い
て
考
察
し
、
後
篇
に
於
て
は
そ
れ
等
の
田
本
思
想
吏
上
に
於
け
る
大
雨
の
地
位

に
就
・
い
て
概
説
せ
ん
ご
し
た
も
の
で
あ
る
。

前
篇
　

第
一
章
　
　
菅
家
遺
誠
の
爲
本
に
．
就
い
て

　
菅
家
濾
誠
嘉
、
永
五
年
版
の
僧
正
逸
遊
の
序
に
「
為
書
流
露
黒
砂
、
魯
魚
殊
多
首
見
え
て
み
る
か
ら

爲
本
の
数
も
定
め
て
少
か
つ
陀
で
あ
ら
う
。
今
田
迄
に
私
の
知
り
得
た
略
本
の
種
類
は
僅
に
次

の
こ
三
十
種
に
し
か
上
ら
な
い
。
而
も
其
の
大
部
分
は
後
代
の
も
の
、
序
論
等
か
ら
推
し
て
存
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在
し
た
で
あ
ら
う
ε
思
は
れ
る
も
の
ば
か
り
で
、
現
在
確
實
に
存
在
し
て
居
り
、
本
研
究
に
直
接
利

用
し
得
た
も
の
は
其
の
三
分
の
一
に
も
充
た
な
い
。
菅
家
遽
誠
芝
そ
の
和
魂
漢
才
説
ε
に
關
す

る
研
究
は
先
づ
こ
の
野
営
を
蒐
集
し
校
合
す
る
こ
こ
か
ら
始
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
一
、
菅
早
事
庸
安
本
　
次
に
蓮
ぷ
べ
き
近
衛
家
本
の
奥
書
に
「
右
二
憲
之
遺
誠
港
町
飴
興
給
事
庸
安

朝
臣
傳
二
世
之
一
畢
言
あ
る
か
ら
そ
れ
を
信
ず
れ
ば
古
く
庸
安
こ
い
ふ
人
の
家
に
藏
せ
ら
れ
て
る
た

も
の
こ
思
は
れ
る
。
而
し
て
同
機
の
奥
書
が
北
野
交
叢
本
に
も
あ
っ
て
且
つ
元
弘
二
年
五
月
下

旬
ご
あ
る
か
ら
之
に
糠
れ
ば
元
弘
二
年
以
前
の
も
の
こ
い
ふ
こ
ご
に
な
る
○
但
し
庸
安
が
何
時

代
の
如
何
な
る
人
物
で
あ
る
か
、
そ
の
庸
安
本
が
そ
の
後
如
何
に
な
っ
た
か
、
及
び
庸
安
本
ビ
最
初

の
儒
作
本
こ
の
關
係
の
如
き
は
全
然
不
明
で
あ
る
Q
菅
庸
安
の
名
は
菅
原
氏
の
如
何
な
る
系
圖

に
も
見
出
す
こ
ビ
が
即
妙
な
い
か
ら
、
蒼
節
事
庸
安
本
ご
い
ふ
も
の
が
確
に
存
在
し
た
も
の
で
あ

る
ご
は
右
の
奥
書
を
信
ず
る
以
外
に
何
等
断
離
し
得
る
確
固
た
る
資
料
を
持
ち
得
な
い
。
近
衛

家
本
に
あ
る
か
ら
相
舞
古
い
奥
書
で
は
あ
る
が
奥
書
そ
の
物
は
實
は
後
人
の
儒
作
で
あ
ら
う
ε

思
ふ
。
六
人
部
風
疹
も
大
薩
同
様
の
考
を
そ
の
馬
繋
乃
玉
久
志
に
述
べ
て
み
る
。
（
後
章
墾
看
）

　
二
、
藤
原
實
純
（
元
弘
二
年
）
本
　
　
前
述
の
奥
書
の
次
に
脚
府
儀
同
藤
原
實
純
ε
あ
る
か
ら
、
近
衛
家

本
鴬
よ
れ
．
ば
嘉
吉
二
年
前
に
於
て
北
野
文
叢
本
に
よ
れ
ば
元
弘
二
年
五
月
下
旬
に
於
て
菅
給
事

　
　
　
菅
家
遽
誠
定
そ
の
釈
魂
漢
オ
既
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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欝
皐
研
究
第
百
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

二
安
本
を
思
し
た
も
の
が
あ
っ
元
こ
い
ふ
こ
ε
に
な
る
。
但
し
開
府
儀
同
程
の
位
に
上
っ
た
人

で
あ
る
が
余
は
至
純
の
系
圖
を
見
幽
し
て
み
な
い
の
で
、
菅
菰
用
筆
安
本
に
於
け
る
が
如
く
そ
の

寓
本
に
甥
し
て
何
等
正
確
な
る
知
識
を
有
し
て
を
ら
澱
〇

　
三
、
藤
原
定
常
（
嘉
吉
二
年
）
本
　
　
前
述
の
奥
書
の
次
に
「
右
之
遣
誠
者
依
早
島
門
主
之
恩
貰
子
＝
爲
之
一
尤

儒
門
之
秘
交
也
、
嘉
吉
二
年
十
月
廿
二
日
、
　
翰
林
學
士
　
藤
原
定
常
」
ε
あ
る
も
の
が
こ
れ
で
あ
る
Q

年
強
は
藤
原
實
純
本
の
場
合
ご
異
り
、
近
衛
家
本
に
も
北
野
交
叢
本
に
も
共
蓮
で
あ
る
。
但
し
定

常
の
名
を
系
圖
に
見
寓
し
得
す
、
そ
の
人
物
も
そ
の
本
の
行
先
き
も
全
然
不
明
で
み
る
か
ら
、
菅
給

事
庸
安
本
や
藤
原
實
純
本
ご
同
じ
く
、
近
衛
家
本
北
野
文
西
目
屋
代
弘
賢
本
等
に
よ
る
外
方
法
は

な
い
。
之
も
亦
貴
在
し
な
か
つ
だ
も
の
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
〇

　
四
、
近
衛
家
本
　
現
に
京
都
帝
國
大
野
二
曹
館
に
寄
託
さ
れ
、
近
衛
家
寄
託
貴
重
書
ビ
し
て
保
存

さ
れ
て
み
る
。
此
の
冊
胡
蝶
装
を
な
し
鳥
子
紙
を
用
み
て
表
裏
倶
に
書
い
て
み
る
◎
そ
の
奥
書

に
は
次
の
五
行
の
外
、
別
に
何
も
記
さ
れ
て
は
み
な
い
が
、
文
字
も
頗
る
立
派
な
も
の
で
元
文
元
年
、

七
十
歳
で
麗
去
し
た
講
政
關
自
太
政
大
臣
近
衛
家
熈
公
の
膚
筆
本
ε
推
定
さ
れ
て
を
り
、
大
禮
元

濠
よ
り
梢
後
の
も
の
ご
認
め
ら
れ
て
み
る
○
其
の
奥
書
に
随
ふ
。
（
癒
文
無
黙
）

　
　
右
二
憲
之
遣
誠
者
自
＝
菅
給
事
庸
安
朝
臣
一
傳
昌
寓
之
一
筆
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瀕
府
儀
同
　
藤
原
實
純

　
　
右
之
遺
誠
者
依
ま
円
門
圭
之
恩
田
舞
口
振
之
…
無
血
門
之
秘
文
也

　
　
　
　
嘉
吉
二
年
十
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翰
林
學
士
　
藤
原
定
常

　
本
年
一
月
．
二
十
一
日
京
大
右
書
館
事
務
室
に
山
鹿
司
書
官
を
お
訪
ね
し
た
際
偶
然
近
衛
家
寄

託
貴
重
書
目
解
題
に
於
て
嘉
吉
二
年
の
奥
書
を
登
資
し
た
こ
ご
、
近
衛
家
の
宮
本
を
直
接
手
に

し
て
例
の
二
章
の
無
い
こ
ご
に
興
味
を
肥
え
た
こ
ご
ご
が
俄
に
こ
の
稿
を
起
さ
し
め
る
唯
一
の

動
機
ビ
な
っ
た
こ
い
ふ
黙
に
於
て
こ
の
懸
絶
近
衛
家
本
ご
は
極
め
て
密
接
な
關
係
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
。
本
文
に
つ
い
て
は
後
章
に
撃
て
他
の
爲
本
や
板
本
ご
稜
合
す
る
こ
ご
に
す
る
〇

　
五
、
東
坊
城
家
本
　
北
野
賢
愚
本
の
奥
書
は
、
近
衛
家
本
の
そ
れ
が
僅
に
五
行
の
み
な
る
に
反
し

ご
そ
の
二
倍
以
上
か
ら
成
っ
て
み
る
が
其
の
始
め
に

　
　
右
二
懇
之
遺
誠
者
自
呂
菅
給
事
庸
安
朝
臣
樽
昌
爲
之
一
箪

　
　
　
　
元
弘
二
年
五
月
下
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
府
儀
同
　
藤
原
實
純

　
　
右
之
遣
誠
者
依
青
門
主
之
恩
晒
穽
　
爲
之
一
歩
昏
夢
之
秘
文
也

　
　
　
菅
家
面
識
ミ
そ
の
和
魂
漢
オ
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
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哲
學
研
究
第
百
十
一
號

嘉
吉
二
年
十
月
甘
二
日
．

ノ、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翰
林
學
士
　
藤
原
定
常

　
　
右
以
　
】
東
坊
城
家
藏
…
本
一
転
レ
之
者
也
、
因
心
意
件
云
々
（
原
丈
無
黙
）

ご
あ
る
か
ら
右
の
如
き
奥
書
の
も
の
が
北
野
翫
弄
編
輯
の
文
政
天
保
年
代
に
は
東
坊
城
家
に
存

在
し
た
も
の
で
あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
。
尤
も
同
家
の
現
存
圖
書
目
録
も
知
ら
す
、
同
家
か
ら
の
調

査
報
告
を
も
頂
い
て
み
な
い
か
ら
、
現
存
す
る
か
否
か
は
断
言
し
得
な
い
。
唯
北
野
文
張
本
に
よ

っ
て
例
の
二
章
の
無
い
こ
ご
を
想
像
し
得
る
に
止
ま
る
。
然
る
に
北
野
文
叢
の
編
者
沙
門
宗
淵

の
篤
學
を
愛
し
た
へ
北
野
誌
懇
首
、
宗
淵
小
倉
に
よ
る
）
ビ
い
ふ
東
坊
城
黄
門
聰
長
が
丁
重
本
書
を
所

黙
し
て
み
た
筈
で
・
あ
る
の
に
、
「
さ
る
書
は
あ
り
ゃ
な
し
や
名
を
だ
に
し
ら
す
」
（
時
代
は
明
瞭
で

な
い
が
大
薩
相
近
い
頃
）
ビ
野
々
ロ
隆
正
に
答
へ
て
る
る
こ
ご
、
後
に
北
野
魁
東
の
石
碑
や
京
師
學

習
院
の
必
備
に
例
の
二
章
を
表
彰
し
て
み
る
の
を
見
る
ご
聰
長
の
思
想
の
墾
纒
驚
く
べ
■
く
不
可

思
議
の
極
み
で
あ
る
。
心
懸
長
に
就
い
て
は
後
章
に
隔
て
詳
述
す
る
こ
ε
に
す
る
。

　
六
、
菅
家
本
　
北
野
文
叢
叢
の
奥
書
に
よ
っ
て
例
の
二
章
の
無
か
っ
た
こ
ご
が
察
せ
’
ら
れ
る
の

み
で
こ
の
菅
家
が
果
し
て
今
の
何
家
を
さ
す
か
も
明
で
な
い
。
菅
家
の
一
な
る
清
岡
子
欝
の
如

き
も
、
東
坊
城
以
外
の
所
藏
者
を
承
知
せ
ら
れ
な
い
（
同
氏
報
）
こ
の
事
で
あ
る
か
ら
之
も
或
は
束
坊
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城
家
本
を
さ
す
の
で
は
な
い
か
ε
思
は
れ
る
。

　
七
、
君
門
室
本
　
藤
原
定
常
の
嘉
吉
二
年
十
月
廿
二
回
忌
奥
書
に
「
依
主
円
門
主
之
恩
慶
舞
二
寓
之
こ
ご

あ
る
か
ら
、
若
し
之
を
信
ず
る
ε
す
れ
ば
歪
面
既
に
青
門
室
本
が
存
在
し
た
事
に
な
る
が
奥
書
そ

の
も
の
が
前
述
の
如
く
疑
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
叢
に
詳
述
す
る
の
要
を
見
な
い
。
唯
後
澄

確
に
存
在
し
た
で
あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
膏
門
室
本
は
北
野
交
野
本
に
よ
っ
て
例
の
二
章
の
無
い

こ
ご
が
窺
は
れ
る
の
み
で
あ
る
。
青
門
弟
ご
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
京
都
粟
田
の
青
蓮
院
門
跡
の

事
で
あ
る
が
同
院
の
現
存
目
録
に
は
見
當
ら
な
い
ε
の
事
で
あ
り
（
同
院
事
務
所
報
）
近
來
散
逸
し

て
現
在
は
存
し
な
い
ら
し
い
ご
の
事
で
あ
る
。
（
文
部
省
麟
托
猪
熊
信
男
民
報
）

　
入
、
野
宮
家
本
　
京
都
帝
國
大
歌
丈
學
部
陳
列
館
所
藏
の
子
爵
野
宮
家
穀
民
藏
本
、
明
治
四
十
年

二
幅
月
四
品
の
野
宮
家
信
書
旨
．
録
、
二
十
の
中
、
乾
の
乎
九
丁
ウ
ラ
（
寅
）
に
菅
家
遺
漏
　
冊
ピ
見
え
て

み
る
か
ら
、
そ
の
頃
ま
で
は
現
存
し
て
み
た
も
の
ご
思
は
れ
る
が
、
そ
の
後
野
宮
家
本
の
大
部
分
が

東
京
帝
國
大
潟
圖
書
館
．
に
移
さ
れ
た
ご
い
は
れ
て
み
る
に
拘
ら
す
、
例
の
大
震
火
災
の
爲
め
に
所
．

藏
菅
家
遣
誠
の
板
本
及
び
二
本
ビ
も
に
焼
失
し
た
ビ
の
事
で
あ
る
（
同
大
學
圖
書
館
報
）
か
ら
、
こ
の

野
宮
家
本
も
或
は
そ
の
災
に
罹
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
兎
に
角
北
野
文
筆
本
に
よ
っ
て
例

の
二
章
の
無
い
事
が
察
せ
ら
れ
る
だ
け
で
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　
菅
家
至
誠
定
そ
の
和
魂
漢
オ
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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八

　
九
、
北
野
八
島
家
本
　
入
島
家
と
は
北
野
紳
魁
内
御
供
所
の
事
で
、
淋
僕
所
兼
集
會
場
で
あ
っ
た
Q

．
入
島
家
本
に
就
い
て
は
北
野
文
洋
本
に
’
よ
っ
て
例
の
二
章
の
無
い
こ
ε
が
察
せ
ら
れ
る
だ
け
で

詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
山
田
宮
司
の
お
話
に
よ
る
ご
多
分
現
存
し
な
い
だ
ら
う
ε
の
事
で
あ
る
。

　
鳳
○
、
塙
槍
鹿
本
（
綾
群
書
類
豊
本
）
　
北
野
尊
翁
本
の
奥
書
に
あ
る
塙
槍
校
本
に
は
第
一
懇
末
に

例
の
二
章
な
し
ε
あ
る
が
、
検
校
本
ご
い
ふ
の
は
所
謂
綾
群
書
類
試
織
ご
同
工
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。

績
群
書
膏
石
目
録
、
下
憲
第
九
百
四
十
六
（
京
大
陳
列
館
藏
木
版
本
に
よ
る
）
に
は
實
語
激
、
董
子
駿
、
君

子
激
、
君
愼
、
假
名
工
訓
、
ビ
共
に
菅
家
遣
誠
の
名
が
見
え
て
み
る
が
本
書
は
未
刊
の
も
の
で
あ
る
。

日
本
激
育
文
庫
本
壷
本
の
一
こ
な
っ
た
も
の
は
黒
川
家
に
思
す
る
寓
本
の
績
群
書
類
青
本
で
あ

る
が
第
一
恕
末
の
例
の
二
章
も
第
二
懇
末
の
奥
書
も
記
さ
れ
て
み
な
い
ざ
の
事
で
あ
る
○
（
黒
川

眞
遣
氏
報
）

　
一
一
、
申
將
嗣
義
本
　
次
に
述
ぷ
べ
き
天
明
四
年
村
井
古
巖
の
職
納
本
に
よ
っ
て
、
相
當
古
か
る

べ
き
こ
ご
、
例
の
二
章
の
な
い
こ
ご
ε
が
想
像
さ
れ
る
だ
け
で
他
は
全
く
未
詳
で
あ
る
。

　
一
二
、
二
宮
文
庫
本
　
早
宮
文
庫
圖
書
目
録
に
「
合
本
、
寓
」
ご
あ
る
も
の
で
同
文
庫
よ
）
の
御
通
知

に
よ
れ
ば
、
こ
の
繊
雲
は
天
醗
四
年
村
井
古
巖
の
鰍
納
に
か
、
り
左
の
奥
書
を
も
つ
て
み
る
が
、
年

代
は
不
明
の
由
、
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一
冊
以
中
將
嗣
義
朝
臣
之
本
書
寓
詑
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右
京
樫
大
夫
　
賀
茂
清
茂

そ
し
て
第
一
斗
星
の
例
の
爾
章
は
な
い
ご
の
事
で
あ
る
。
中
墨
嗣
義
朝
臣
も
右
京
権
大
夫
賀
茂

清
茂
も
そ
の
傳
未
詳
な
の
で
こ
の
寓
本
の
系
統
も
亦
不
明
で
あ
る
。
但
し
職
納
者
村
井
敬
義
古

巖
に
就
い
て
は
其
の
弟
玲
琴
忠
著
の
識
語
、
蜀
山
入
の
N
話
＝
言
及
び
鷹
朋
龍
馬
の
伊
勢
詩
志
（
安

政
五
年
）
等
に
撃
っ
て
井
上
和
雄
氏
が
そ
の
著
慶
長
馬
蝉
書
質
集
覧
（
大
正
五
年
刊
）
に
建
て
比
較
的

詳
細
に
述
べ
て
み
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
彼
は
初
め
菱
屋
新
兵
衛
ε
い
ふ
京
都
の
臭
服
商
で
國
あ
っ

た
が
、
性
來
國
學
を
好
み
且
つ
古
書
を
愛
す
る
の
念
が
深
か
っ
た
か
ら
、
駐
車
す
る
所
の
珍
書
奇
籍

も
亦
頗
る
膨
し
か
っ
た
。
か
く
て
途
に
業
を
改
め
て
書
頁
と
な
る
や
、
窟
己
の
欲
す
る
所
の
珍
書

を
雷
る
に
忽
び
す
、
「
是
れ
天
の
象
れ
に
與
ふ
る
所
焉
ん
ぞ
他
に
蘇
は
る
、
を
欲
せ
ん
や
」
こ
い
っ

て
入
或
は
倍
儂
を
以
て
す
る
も
断
乎
ご
し
て
之
を
僻
し
π
の
で
其
の
数
愈
々
富
み
無
慮
萬
余
部

を
計
ふ
る
に
至
っ
た
○
曾
て
慨
然
ビ
し
て
曰
く
、

　
　
凡
そ
書
の
壽
ご
壽
な
ら
ざ
る
ご
は
一
に
其
の
所
を
得
る
ε
否
ご
に
あ
り
。
而
し
て
徒
ら
じ

　
　
不
朽
を
痴
る
の
み
な
ら
す
、
導
く
之
を
利
用
せ
し
む
る
に
至
っ
て
始
め
て
其
の
意
義
あ
る
を

　
　
認
む
。

　
　
　
菅
家
慧
誠
亡
そ
の
和
魂
漢
オ
読
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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一
〇

ご
。
途
に
軍
糧
の
中
か
ら
和
書
二
千
七
百
七
部
屋
選
士
し
て
是
を
伊
勢
林
崎
文
庫
に
奉
納
し
た
。

時
に
天
明
四
年
甲
辰
入
選
で
あ
っ
た
。
蓋
し
伊
勢
弘
治
の
名
族
蓬
莱
爾
賢
ε
縁
故
が
あ
っ
た
の

で
倶
に
相
謀
っ
て
こ
の
暴
に
鵠
で
た
の
で
あ
る
。
天
明
六
年
の
夏
奥
朋
の
勝
を
探
ら
ん
ご
欲
し

先
づ
盤
竈
に
至
っ
た
が
不
幸
に
し
て
疾
に
罹
り
絡
に
同
年
五
月
廿
九
日
祠
官
藤
塚
氏
の
家
に
破
．

し
た
。
爾
遣
藏
の
脚
数
百
部
は
藤
塚
氏
の
請
に
依
っ
て
之
を
盤
豊
漁
証
の
麗
麗
に
納
め
た
。
後

健
保
己
一
が
群
書
心
嚢
を
綾
賛
す
る
に
方
っ
て
林
崎
交
互
に
赴
き
其
の
書
巌
の
獄
本
を
底
本
に

す
る
こ
と
数
百
部
に
上
つ
π
こ
い
ふ
。
其
の
弟
村
井
忠
著
の
識
す
所
に
よ
れ
ば
「
家
兄
誰
敬
義
號

虚
幻
」
ご
あ
り
、
蜀
山
人
が
一
話
＝
言
に
は
「
後
高
野
山
に
入
て
剃
髪
し
名
を
古
巖
ビ
改
む
喜
あ
る
。

又
そ
の
店
を
勤
思
堂
こ
い
っ
た
（
慶
長
以
來
書
呈
露
覧
九
〇
i
－
九
一
頁
）
而
し
て
叢
に
所
謂
林
崎
文

庫
は
他
の
文
庫
を
合
し
て
明
治
三
十
九
年
十
二
月
紳
宮
交
庫
ご
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
三
、
垂
井
叢
濃
本
　
浪
華
の
虚
血
に
し
て
國
學
者
で
あ
る
自
弁
宗
因
（
冤
丈
七
年
破
）
の
著
し
π

紳
冠
啓
蒙
立
憲
（
註
一
）
は
多
田
義
俊
に
よ
っ
て
林
瀧
春
の
本
朝
紳
無
考
に
勝
る
ご
ま
で
総
賛
さ
れ

て
み
る
が
そ
の
三
κ
に
菅
家
遺
憾
に
就
い
て
次
の
如
き
問
答
を
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
ト
ハ
　
　
ル
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
リ
　
　
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
シ

　
　
問
菅
家
遺
戒
者
有
幾
窓
乎
、
日
小
冊
也
、
摘
李
素
灘
倫
自
証
、
而
其
血
目
幾
三
十
條
、
尤
有
補
於
後

　
　
　
ナ
リ

　
　
世
者
奥
（
琵
…



庄93

正
確
に
工
数
を
記
し
て
み
な
い
が
「
幾
三
十
條
」
ご
あ
る
以
上
三
十
五
條
本
よ
り
も
三
十
三
條
本
を

見
た
も
の
ご
考
へ
る
方
が
稔
當
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。
し
て
見
れ
ば
こ
の
記
事
も
例
の
こ
章
の
竃

入
年
代
を
邊
く
考
へ
さ
せ
る
一
の
資
料
ε
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
註
一
、
寛
文
丁
未
多
十
月
序
、
寛
文
十
年
庚
黒
黒
山
散
野
分
清
浄
絶
景
こ
い
ふ
蹟
を
附
し
て
同
年

　
　
　
九
年
上
句
刊
行
し
だ
も
の
で
あ
る
。

　
　
二
、
寛
文
十
年
の
木
版
本
に
よ
る
。
大
日
本
風
敢
叢
書
肉
入
輯
に
革
め
て
み
る
淋
就
啓
蒙
懇

　
　
　
之
三
、
三
十
一
頁
に
は
軍
假
名
交
り
に
書
き
下
し
て
み
る
。

　
一
四
、
谷
川
士
清
本
　
寳
暦
二
年
版
の
日
本
書
紀
通
謹
懇
一
、
一
入
丁
表
の
細
註
に
菅
家
遺
誠
を

引
用
し
て
み
る
か
ら
臼
井
宗
国
本
の
場
合
に
於
け
る
ご
同
じ
く
谷
川
野
営
が
所
藏
し
て
み
た
か

否
か
は
別
ご
し
て
爲
本
を
寳
暦
二
年
以
前
に
潤
て
見
て
み
だ
こ
ご
は
察
せ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は

第
四
章
を
引
用
し
て
み
る
が
そ
の
末
交
が
「
當
等
色
細
塵
宮
な
っ
て
み
る
ご
こ
ろ
を
以
て
す
れ
ば

當
時
こ
の
種
の
寓
本
の
存
在
し
て
み
た
こ
ご
が
窺
は
れ
る
。
中
篇
に
詳
述
す
る
筈
で
あ
る
が
當

時
は
未
だ
第
廿
一
、
第
廿
こ
の
爾
章
は
筆
入
さ
れ
て
る
な
か
つ
だ
筈
で
あ
る
し
、
且
つ
第
廿
二
章
の

「
凡
國
學
所
要
云
々
」
は
彼
膚
身
の
文
で
あ
る
「
単
帯
」
以
下
に
書
い
て
あ
る
彼
早
筆
の
文
で
あ
る
に
も

拘
ら
す
、
野
々
口
隆
正
は
其
の
著
や
ま
ご
π
ま
し
ひ
一
に
於
て
「
こ
の
文
を
谷
川
士
清
が
日
本
書
紀

　
　
　
菅
家
山
高
定
そ
の
和
魂
灘
オ
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



494

　
　
　
　
哲
學
研
究
第
百
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

通
謹
に
ひ
き
い
で
て
、
瓢
を
つ
け
た
る
に
も
云
々
」
ε
し
て
明
に
護
み
蓮
へ
て
る
る
。
（
四
丁
ウ
ラ
）
谷

川
士
清
は
第
四
章
の
外
に
も
菅
家
遽
誠
を
引
用
し
て
次
の
如
く
よ
ま
せ
て
み
る
。

　
日
本
書
紀
蓮
謹
悲
一
、
十
二
丁
表

　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
ノ
ミ
タ
マ
モ
ノ

　
　
菅
家
遽
誠
日
仁
潜
之
軍
政
者
神
薬
賃
率
レ
本
、
民
者
紳
明
食
也

　
　
叉
日
本
朝
之
綱
孝
者
以
レ
敬
＝
紳
朋
一
爲
二
最
よ
淋
徳
之
微
妙
豊
富
他
成

　
同
懇
十
三
丁
表
裏

　
　
　
　
　
　
轟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
「
ン
ハ
デ

　
　
菅
家
遺
誠
“
日
大
鹿
島
之
命
爲
臨
祭
主
一
之
時
者
紳
器
及
＝
閾
弊
｝
零
露
も
興
坂
樹
鱗
葉
一
爲
轟
李
敷
一
以
＝
膳
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ノ
　
　
　
　
　
マ
サ
キ
モ
ロ
カ
ジ
ラ
テ
ト
テ
ス

　
　
　
　
　
ヒ
ラ
テ

　
　
之
葉
鳶
…
絵
事
一
命
レ
星
霜
便
一
中
大
兄
皇
子
者
新
冠
不
レ
在
　
半
歩
則
身
眞
木
之
群
量
一
爲
レ
冠
向
舞
一
一
乎
天

　
　
島
焉
彼
．
帥
鑑
儲
王
古
蹟
之
影
照
禽
世
之
子
厘
最
以
麗
基
本
立
者
也
駄
紫
黒
葉
舞
驚

　
　
紳
武
紀
一
以
レ
木
爲
γ

　
　
…
蔓
禺
二
聯
代
紀
一

　
｝
五
、
屋
代
弘
賢
本
（
弘
賢
の
農
本
ピ
そ
の
原
本
）
　
屋
代
弘
賢
の
藏
書
は
現
に
徳
島
縣
立
光
慶
圖

書
館
に
所
藏
さ
れ
て
る
る
。
徳
島
中
學
綾
墨
書
館
の
手
を
経
て
光
慶
血
書
館
司
書
庄
田
哲
夫
氏

の
懇
切
な
る
回
答
を
頂
い
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
屋
代
弘
賢
の
藏
書
で
あ
っ
た
不
忍
文
庫
は
蜂
須

賀
露
呈
家
よ
り
の
寄
託
留
書
阿
波
國
交
血
中
に
あ
っ
て
、
最
初
徳
島
中
墨
校
附
属
圖
書
館
に
あ
っ

た
も
の
を
光
慶
圖
書
館
の
開
館
ご
同
時
に
改
め
て
受
託
七
π
も
の
で
あ
る
が
そ
の
愈
々
文
庫
中
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に
菅
家
遣
誠
の
寓
本
が
現
存
し
て
み
る
。
そ
の
奥
書
は
庄
田
氏
の
御
厚
意
に
よ
っ
て
原
本
の
謄

寓
を
逡
っ
て
頂
い
た
が
前
述
近
衛
家
本
の
こ
同
「
の
も
の
に
更
に
次
の
二
行
が
加
つ
た
も
の
で

あ
る
。
（
弘
賢
藏
…
本
の
原
本
は
登
見
さ
れ
て
る
な
い
）

　
　
享
和
元
年
十
一
月
甘
日
課
門
入
岡
野

　
　
　
　
山
ロ
書
寓
了
　
　
　
　
源
弘
賢

而
し
て
第
一
懇
末
に
「
凡
謎
掛
一
世
云
々
」
の
章
は
な
く
、
「
憶
病
図
無
要
云
々
」
の
章
は
次
の
如
く
な

っ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
凡
國
學
所
要
隠
亡
関
渉
古
今
究
天
入
塾
非
恥
魂
漢
才
不
能
關
其
画
奥
奥

而
も
朱
書
に
し
て
幅
一
寸
五
短
長
入
寸
二
分
の
紙
片
に
認
め
第
一
憲
末
に
張
り
つ
け
て
み
る
こ

の
事
で
あ
る
。
六
人
部
是
香
の
篶
乃
玉
籔
に
よ
れ
ば
遠
田
篤
胤
が
古
吏
既
題
記
を
書
い
て
み
た

頃
屋
代
弘
賢
が
得
た
異
本
に
「
誠
忠
學
所
要
云
々
」
の
一
章
ご
共
に
古
い
奥
書
な
ご
も
あ
っ
て
、
普
く

人
に
も
て
は
や
さ
れ
篤
胤
を
も
誤
ら
せ
だ
も
の
で
あ
る
。
屋
代
翁
を
屡
々
訪
問
し
た
是
香
は
「
他

シ
事
こ
も
の
繁
か
り
し
に
紛
れ
」
て
見
る
機
會
を
得
な
か
っ
た
が
、
谷
川
士
清
の
語
へ
中
篇
墾
看
）
を
あ

る
姦
入
が
少
し
く
省
い
て
上
憲
の
菅
尾
に
書
き
加
へ
奥
書
を
も
儒
召
し
て
よ
い
本
の
如
く
こ
し

ら
へ
成
し
て
異
本
ご
儒
り
其
の
慣
を
塗
り
取
つ
だ
も
の
で
あ
ら
う
ご
想
像
し
て
み
る
。
（
詳
細
は

　
　
　
管
家
慧
誠
定
そ
の
和
魂
漢
オ
既
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
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哲
學
研
究
第
百
十
鳳
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扁
四

中
篇
に
護
る
）
弘
賢
は
篤
胤
ご
最
も
親
交
あ
り
、
藏
書
に
富
め
る
こ
ご
小
山
田
與
溝
ε
相
蕾
ん
だ
入

で
あ
る
。

　
一
六
、
俘
信
友
の
校
本
（
註
ご
　
大
國
隆
正
の
門
や
ま
ご
た
ま
し
坐
に
は
雨
竜
友
の
校
本
の
こ
ご
を

論
じ
て
み
る
が
、
現
に
露
霜
縣
遠
敷
郡
雲
富
村
の
竹
原
奮
城
内
に
住
ま
れ
る
御
逡
族
俘
信
興
氏
（
註

二
〉
か
ら
頂
い
た
御
厨
激
に
も
「
菅
家
遺
誠
皿
は
信
友
稜
訂
書
中
に
は
見
え
不
転
凡
て
直
家
藏
書
中
に

は
無
慮
，
何
時
頃
の
綾
訂
か
序
祓
等
も
憂
し
事
無
之
候
言
あ
る
。
　
從
っ
て
大
國
隆
正
の
著
書
に
よ

っ
て
推
測
し
得
る
の
み
で
あ
る
○
同
書
に
は
「
凡
慮
學
所
要
云
々
」
の
章
を
引
い
て
「
俘
信
友
が
稜
本

の
加
黙
に
も
自
レ
非
＝
和
魂
漢
才
㎜
ご
あ
り
て
云
々
」
ご
あ
る
か
ら
黙
を
如
へ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
ビ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
し

わ
か
る
。
又
同
じ
章
に
於
て
「
信
友
が
稜
本
に
は
白
論
を
本
文
ご
し
て
欲
イ
こ
か
た
へ
に
し
る
し

て
あ
り
」
ご
あ
る
か
ら
言
言
は
「
欲
」
を
見
な
が
ら
も
そ
れ
を
異
本
こ
し
て
亡
レ
論
を
採
用
し
た
も
の
で

あ
る
。
　
次
に
隆
正
は
「
凡
神
國
一
世
云
々
」
の
章
を
引
い
て
「
こ
の
誰
誰
信
友
が
校
本
に
み
え
ね
ば
う

た
が
ふ
人
も
あ
れ
ざ
云
々
」
ご
あ
る
か
ら
ま
だ
こ
の
章
の
入
ら
濾
も
の
で
あ
っ
だ
こ
ご
も
察
せ
ら

れ．

驕
B
（
や
ま
ご
た
ま
し
ひ
は
わ
ざ
く
東
京
か
ら
邊
つ
・
て
頂
い
た
亘
理
先
生
の
御
書
書
に
擦
る
）

　
註
一
、
果
し
て
板
本
で
な
く
て
霧
本
で
あ
っ
た
か
は
推
漸
し
難
い
の
で
あ
る
が
假
り
に
寓
本
の

　
　
　
章
で
説
く
こ
ご
に
し
た
。
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＝
ト
大
入
甲
山
會
雑
誌
懇
之
六
十
六
に
よ
れ
ば
篠
廊
一
信
近
一
信
好
一
篠
卿
の
系
圖
に
な
つ

　
　
　
て
る
る
。

　
一
七
、
北
野
文
叢
本
　
　
活
版
本
に
つ
い
て
は
次
章
で
述
べ
る
が
沙
門
宗
淵
當
時
の
寓
本
は
現
に

京
都
北
野
紳
就
の
丈
庫
に
秘
藏
さ
れ
て
る
る
の
で
由
田
宮
司
の
御
厚
憲
に
よ
っ
て
二
度
ま
で
舞

見
す
る
こ
ご
が
出
湿
た
。
例
の
二
章
は
い
ふ
ま
で
も
無
く
含
ま
れ
て
み
な
い
し
、
更
に
東
坊
城
家

本
の
條
で
引
用
し
た
奥
書
の
績
き
に
、
左
記
の
如
く
記
さ
れ
て
み
る
○

　
　
因
云
過
件
三
野
誠
傳
日
出
レ
テ
瀞
筆
…
者
歎
、
亦
華
麗
後
人
之
作
乎
云
々
、
　
今
乃
於
】
其
實
一
期
雛
レ
未

　
　
レ
識
レ
之
且
寓
樋
里
三
此
・
塑
軍
卒
、
単
帯
閣
銀
燭
歩
車
一
憲
末
交
華
車
之
爾
條
者
也
之
次
ハ
妄
作
乞
一
章
一

　
　
以
窟
入
、
其
文
云
、
差
脚
國
一
世
無
窮
之
玄
妙
云
々
、
凡
國
學
所
レ
要
云
々
、
単
離
家
所
レ
傳
古
藏
菅
家

　
　
本
・
青
門
室
本
・
野
宮
家
本
・
北
野
八
島
本
・
塙
槍
綾
本
讐
無
…
彼
二
章
単
文
桑
、
諸
本
凡
武
備
之
藝
事

　
　
乃
至
爾
立
者
也
菅
家
遺
風
懇
第
一
＝
調
々
、
　
欝
得
孟
杢
可
　
精
綾
暑
耳
（
薬
膳
無
黙
、
活
版
本
返
黙

　
　
あ
う
）

或
謂
後
人
劇
作
乎
こ
い
ふ
所
に
菅
家
黒
丸
に
賛
す
る
儒
作
が
問
題
に
さ
れ
て
み
る
乙
を
看
取
す

べ
く
、
更
に
近
智
嚢
二
士
於
舞
二
懇
末
文
文
案
之
適
適
者
也
之
次
ハ
妄
作
三
章
以
塩
入
云
々
ご
い
ふ

ご
こ
ろ
に
例
の
二
章
の
蜜
入
問
題
に
謝
し
て
重
要
な
資
料
を
提
供
し
て
み
る
○
こ
の
奥
書
は
次

　
　
　
菅
家
遺
誠
オ
そ
の
利
魂
漢
オ
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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哲
學
研
究
　
第
百
十
・
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶
聞
ハ

に
述
ぷ
べ
き
宗
淵
徳
で
明
自
な
る
べ
き
が
如
く
、
丈
政
天
保
頃
の
も
の
で
あ
る
が
所
謂
「
近
來
」
ε
は

幾
年
位
前
を
さ
す
も
の
か
は
「
磁
束
士
あ
誰
入
で
あ
る
か
が
明
か
に
な
ら
な
け
れ
ば
決
定
さ
れ
な

い
。
北
野
文
叢
の
編
者
た
る
沙
門
宗
淵
に
つ
い
て
は
そ
の
小
面
が
北
野
誌
に
載
せ
ら
れ
て
み
る

か
ら
之
に
基
い
て
そ
の
要
心
を
述
べ
る
こ
ε
、
す
る
。
宗
風
の
幼
名
は
佐
太
九
、
天
明
六
年
十
月

繭翁

�
障
蜍
L
廿
五
日
京
都
に
生
れ
、
父
は
松
月
院
撫
肩
二
物
辮
朧
獣
襯
郷
睡
麟
脆
舜
は
臓
子
ε
い
っ
た
。
能
桂

は
丈
學
を
好
み
俳
句
に
長
じ
て
其
名
一
時
に
高
く
、
家
世
々
北
野
天
満
宮
の
宮
仕
で
あ
っ
た
。
當

時
北
野
証
は
曼
殊
院
門
跡
上
に
あ
っ
て
寺
務
を
総
裁
し
、
松
梅
院
、
徳
治
院
、
妙
藏
院
を
祠
官
ご
欝
し
、

下
に
目
代
，
宮
仕
、
油
入
等
の
輩
が
あ
っ
て
交
々
紳
前
の
役
を
務
め
た
が
、
宗
淵
の
家
も
亦
そ
の
宮
仕

の
一
で
あ
っ
た
。
　
佐
太
九
は
寛
政
一
一
年
五
歳
に
し
て
宮
仕
に
宿
せ
ら
れ
、
同
年
十
月
名
を
能
瑞
と

改
め
、
同
十
二
年
言
出
し
、
其
名
を
襲
い
て
能
毬
さ
欝
し
た
。
　
文
化
七
年
三
月
、
中
蘭
に
…
進
み
、
光
乗
坊

ε
い
っ
た
が
同
十
年
七
月
宮
仕
を
僻
退
し
忠
で
、
不
出
に
登
り
、
正
畳
三
振
恕
商
民
の
弟
子
ビ
な
り

名
を
宗
淵
ご
改
め
た
G
時
に
惚
面
八
、
後
葺
石
普
賢
院
に
住
し
、
禁
中
の
藩
法
講
に
墾
塾
し
法
眼
樺

少
信
都
に
任
せ
ら
れ
、
ヌ
法
印
権
大
儒
都
に
毒
忌
し
た
。
宗
論
幼
よ
り
學
を
好
み
博
聞
強
識
に
し

て
學
内
外
古
今
に
漏
り
最
も
轟
轟
の
學
に
委
し
く
著
述
編
纂
の
書
も
亦
甚
だ
多
い
。
け
れ
こ
も

今
世
に
傳
ふ
る
も
の
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
北
野
文
叢
に
は
慮
家
の
考
説
は
一
家
言
と
し
て
之
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を
避
け
、
全
く
古
書
も
し
く
は
金
石
古
碑
の
徴
謹
こ
す
る
に
足
る
も
の
、
み
を
暴
げ
て
る
る
○

　
東
坊
城
聰
長
卿
、
深
く
宗
風
の
篤
學
に
演
じ
、
文
政
年
間
宗
淵
を
し
て
類
聚
國
吏
の
異
同
を
稜
訂

せ
し
め
数
年
に
し
て
薫
蒸
成
り
、
誤
記
鷹
司
公
、
之
を
宮
中
に
進
獄
し
、
翼
下
本
は
東
坊
城
家
に
傳
へ

だ
ビ
い
は
れ
て
み
る
○
北
野
紙
漉
編
纂
に
卜
し
ヂ
、
は
文
政
の
初
年
よ
り
、
比
叡
、
大
原
其
他
の
古
就

名
刹
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
名
門
貴
族
の
愚
書
を
閲
覧
し
、
同
十
年
に
は
鎌
倉
荏
柄
天
応
に
石
下
し
、

江
戸
に
至
っ
て
各
慮
の
天
満
宮
に
墾
湿
し
、
下
野
國
天
明
郷
の
天
浦
宮
お
よ
び
三
河
二
三
來
寺
天

満
宮
に
参
籠
し
、
天
保
の
初
年
、
播
但
及
び
畿
附
を
漫
遊
し
て
普
く
天
満
宮
の
古
跡
を
歴
訪
し
劉
る

慮
の
魅
記
縁
起
は
・
更
な
り
、
金
石
の
詞
章
、
断
片
零
墨
ご
錐
も
必
ず
之
を
蒐
集
し
た
ご
い
ふ
。
同
十

一
，
年
九
月
に
は
筆
生
二
入
を
從
へ
て
太
宰
府
に
至
り
、
満
二
院
に
寓
居
し
て
、
以
て
紳
庫
の
御
書
お

よ
び
二
丁
大
鳥
居
坊
等
の
藏
書
面
十
種
を
閲
し
、
筆
生
を
留
め
て
謄
爲
せ
し
め
同
十
三
年
再
び
安

平
寺
の
聖
廟
に
奉
濡
し
た
。
か
く
本
書
の
材
料
蒐
集
に
了
し
て
は
所
謂
南
船
北
馬
、
三
十
年
の
久

し
き
に
渉
つ
た
、
其
勢
想
ふ
べ
き
で
あ
る
。
北
野
文
博
の
編
輯
は
宗
義
生
涯
の
事
業
に
し
て
其
他

の
著
書
は
多
く
此
書
編
輯
の
問
に
成
っ
た
も
の
ご
思
は
れ
る
○
「
妻
も
子
も
家
も
π
か
ら
も
捨
て

、
こ
そ
法
に
あ
ふ
ま
の
賀
す
、
し
け
れ
」
ご
い
ふ
の
は
師
が
晩
年
の
詠
で
あ
る
。
（
以
上
北
野
誌
に

糠
る
）

　
　
　
菅
家
真
誠
亡
そ
の
沸
魂
漢
オ
親
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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哲
學
研
究
第
樗
十
一
競
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
入

　
鳳
画
素
こ
の
蛇
身
に
つ
い
て
は
〔
明
治
維
新
以
前
の
細
細
は
山
内
衰
へ
記
録
も
十
分
な
ら
ざ
る
」

金
め
に
分
明
し
な
い
こ
の
こ
ご
で
あ
り
（
三
河
國
峰
藥
師
素
立
寺
報
）
鎌
倉
荏
柄
天
紳
か
ら
も
略
々

同
機
の
返
事
を
頂
い
て
み
る
。
構
右
宗
淵
小
藩
の
歯
面
者
も
詳
で
な
い
が
山
田
宮
司
の
お
話
に

よ
る
ご
、
北
野
誌
編
纂
の
節
に
北
野
帥
聖
哲
係
者
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。

又
同
論
の
血
統
も
あ
る
か
ら
材
料
も
あ
っ
た
で
あ
ら
う
こ
の
事
で
あ
る
Q
宗
淵
の
傳
に
逸
し
て

そ
の
生
前
最
も
關
係
の
深
か
っ
た
藤
堂
家
に
就
い
て
照
止
し
て
見
た
が
三
重
縣
津
市
九
之
内
の

同
家
別
邸
か
ら
次
の
や
う
な
御
示
激
を
得
た
。

　
　
直
阿
上
人
名
は
宗
淵
、
竹
島
坊
ご
害
す
、
姓
菅
原
．
京
都
北
野
冠
家
光
東
坊
法
橋
の
子
、
天
明
六
年

　
　
生
る
、
十
二
才
薙
髪
、
内
外
典
籍
を
渉
猟
し
就
中
無
明
の
學
に
精
し
、
當
地
寺
町
西
來
寺
三
十
一

　
　
世
の
往
職
こ
な
る
。
法
務
の
傍
詩
文
を
嗜
み
大
師
眞
筆
の
法
華
纒
を
開
板
し
又
菅
家
の
事

　
　
蹟
を
調
査
し
北
野
藁
草
五
十
余
憲
を
著
す
、
大
盤
後
素
面
り
訪
ふ
○
談
話
数
測
に
及
ぶ
、
後
日

　
　
復
摩
b
面
鵬
を
求
む
、
拒
ん
で
許
さ
す
、
其
剛
俊
事
を
誤
る
の
相
あ
る
を
知
れ
る
也
、
安
政
六
年

　
　
入
月
病
掘
立
七
十
四
、
津
島
季
春
法
言
交
頗
る
厚
し
予
が
灘
父
藤
堂
光
蚕
繭
盲
あ
り
、
其
自
詠

　
　
短
冊
二
枚
を
存
す
、
（
同
邸
内
多
羅
尾
清
三
郎
氏
報
）

　
一
入
、
黒
川
春
村
の
所
謂
流
布
本
（
春
村
の
見
た
五
六
本
）
　
春
村
は
虚
心
漫
筆
に
於
て
、
「
さ
て
世
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間
に
流
布
せ
る
適
誠
を
鱒
見
る
に
．
僅
に
十
紙
に
た
ら
ぬ
も
の
を
強
て
一
ご
の
爾
懇
ご
し
（
第
一
懇
は

廿
H
章
、
第
二
窓
は
十
三
章
あ
り
〉
拙
作
に
し
て
文
義
蓮
せ
す
理
乱
こ
い
つ
て
を
り
、
其
第
一
窓
第
廿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
章
は
「
山
冠
國
｝
世
云
々
」
で
は
な
く
．
て
「
怨
讐
學
所
要
云
左
の
一
章
で
あ
る
と
い
ひ
、
「
但
し
流
布

本
良
上
に
、
苗
字
あ
っ
て
急
な
る
が
如
し
、
ま
た
欲
字
を
亡
ご
か
き
無
ご
か
け
る
異
本
も
あ
れ
ざ
、
こ

は
欲
ご
あ
る
宜
か
る
べ
し
」
こ
も
い
っ
て
み
る
か
ら
例
の
二
章
の
中
、
「
凡
國
學
所
要
」
の
章
の
み
が

入
っ
て
を
り
、
而
も
春
村
の
希
望
す
る
所
及
び
嘉
永
五
年
下
等
に
見
え
て
み
る
の
に
比
す
れ
ば
［
其
h

の
字
を
全
き
、
「
欲
あ
字
が
「
亡
」
又
は
「
無
」
に
三
っ
て
を
る
も
の
も
あ
っ
た
諜
で
あ
る
○
之
を
後
に
詳

述
す
べ
き
蜜
入
の
経
過
に
つ
い
て
考
察
す
れ
ば
、
一
入
興
味
の
あ
る
異
本
で
あ
る
。
墜
ち
「
其
」
字
を

敏
い
た
の
は
筆
爲
の
誤
で
あ
ら
う
が
「
欲
」
字
を
用
み
す
に
【
亡
」
又
は
「
無
」
に
な
っ
て
み
る
の
は
、
野
趣
の

根
源
を
な
す
谷
四
馬
清
の
原
文
が
「
亡
」
字
こ
な
っ
て
み
る
こ
ご
を
思
へ
ば
そ
の
遣
行
が
明
に
な
る

で
あ
ら
う
。

　
一
九
、
黒
川
藏
寓
本
　
日
本
激
育
文
庫
本
豪
本
の
｝
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
今
は
見
當
ら
滋

こ
い
ふ
（
黒
川
舞
滋
氏
報
）
從
っ
て
流
事
の
如
何
も
例
の
二
章
の
有
無
も
知
る
こ
，
ご
は
出
來
な
い
○

尤
も
本
書
が
黒
川
春
村
手
澤
の
も
の
ざ
同
一
で
あ
る
こ
す
れ
ば
、
春
村
の
遣
著
碩
鼠
漫
筆
望
事
十

四
、
菅
家
遺
誠
考
に
引
用
せ
る
も
の
を
諸
種
の
爲
本
に
比
較
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
舞
々
推
測
し
得

　
　
　
菅
家
遺
賊
建
そ
の
和
魂
漢
オ
凱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
九
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ご
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

昏
ご
思
ふ
。
　
第
四
古
田
に
、
服
暦
而
當
7
至
嚢
饗
細
塵
莫
占
蓮
ε
あ
り
、
第
二
章
に
は
凡
本
朝
者
天
照
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む

聯
之
下
風
、
而
天
孫
緩
々
杵
之
尊
、
臨
位
之
地
息
嘗
締
飛
祭
之
法
、
無
憂
因
漢
土
立
法
、
齋
卜
爾
家
之
氏

入
瓦
之
預
有
司
之
員
ご
あ
る
か
ら
木
版
本
よ
り
も
近
衛
家
や
東
坊
城
家
の
爲
本
に
近
い
も
の
で

あ
る
こ
ご
が
察
せ
ら
れ
る
。

　
二
〇
首
蟹
殊
院
本
　
嘉
永
五
年
版
の
北
野
寺
務
宮
喪
家
法
雲
院
僧
正
光
蓮
の
序
に
「
其
書
流
傳
至

拶
魯
魚
殊
多
、
　
魔
王
府
薔
藏
二
本
嚇
　
因
梓
道
行
レ
世
云
々
」
ご
あ
る
。
曼
殊
院
は
出
城
國
愛
宕
郡
修

學
院
村
字
一
乗
寺
に
在
り
、
天
台
宗
に
し
て
門
跡
の
「
、
叉
竹
内
門
跡
ご
も
竹
内
御
所
こ
も
い
つ
π
。

村
上
天
皇
が
深
く
蹄
依
さ
れ
て
天
暦
年
毎
に
北
野
紳
就
を
草
創
し
特
に
勅
し
て
そ
の
別
嘗
に
任

じ
た
つ
嘉
永
五
年
前
の
前
述
の
序
文
に
は
「
竹
裏
王
院
家
」
の
鋼
が
あ
る
位
で
あ
る
か
ら
、
光
蓮
の
所

謂
「
我
　
王
春
」
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
曼
殊
院
を
さ
す
も
の
ご
推
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
同

院
の
古
文
書
研
究
に
二
回
ま
で
も
出
張
さ
れ
た
方
の
お
話
に
よ
っ
て
も
、
菅
家
遺
誠
に
は
氣
が
附

か
れ
な
か
つ
だ
ε
の
事
で
あ
り
、
文
部
省
囎
〔
託
猪
熊
信
男
氏
の
調
査
の
際
に
も
獲
見
さ
れ
な
か
っ

た
ε
の
事
で
あ
る
か
ら
「
曼
殊
院
に
も
」
今
は
な
い
も
の
、
標
で
あ
み
。
偏
（
同
心
報
）
本
書
は
後
章
に
述

ぷ
べ
き
嘉
永
五
年
版
の
原
本
ご
な
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
現
存
し
て
み
る
ご
す
れ
ば
例
の
二
章

　
　
　
　
　
　
　
　
の

の
鼠
入
問
題
に
…
の
資
料
を
提
供
し
得
る
で
あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
が
意
見
し
得
な
い
の
は
逡
憾
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で
あ
る
Q
尤
も
假
に
隠
見
さ
れ
π
ε
し
て
も
嘉
永
五
年
版
甲
本
の
駿
か
ら
推
し
て
例
の
玉
章
は

ま
だ
窟
入
さ
れ
て
は
み
な
か
っ
た
だ
ら
う
ご
想
像
し
得
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

　
土
一
、
太
宰
府
本
　
太
宰
府
登
行
の
文
久
元
年
版
に
前
耀
中
納
言
菅
，
原
爲
定
の
書
い
た
序
に
よ

れ
ば
「
公
有
二
遽
誠
二
巻
稿
識
二
京
師
曼
殊
院
及
筑
之
太
宰
府
去
々
」
ご
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
起
し
た
こ

い
ふ
丈
久
元
年
版
の
板
木
は
現
に
太
宰
府
融
就
に
存
す
る
ご
い
ふ
（
同
斌
耐
務
所
報
）
が
文
久
元
年

よ
わ
十
和
年
前
師
ち
天
保
十
一
年
ご
い
ふ
に
北
野
文
園
の
編
者
沙
門
宗
淵
が
筆
生
二
か
所
從
へ

て
太
宰
府
に
至
り
糖
蜜
院
に
寓
居
し
て
憩
庫
の
御
書
及
び
説
中
大
鳥
居
坊
等
の
悪
書
数
十
種
を

閲
し
、
筆
生
を
留
め
て
謄
寓
せ
し
め
た
ビ
い
は
れ
て
み
る
（
北
野
文
書
本
宗
淵
傳
）
に
も
拘
ら
す
北
野

丈
叢
申
何
等
由
れ
て
み
な
い
の
を
見
れ
ば
文
久
元
年
版
に
見
ゆ
る
例
の
二
章
を
含
ん
だ
古
寓
本

の
所
藏
頗
る
怪
し
む
べ
き
も
の
が
あ
る
。
而
し
て
現
在
そ
の
珍
本
は
太
宰
府
の
文
庫
に
存
在
し

な
い
こ
の
こ
ご
で
あ
る
（
太
宰
府
牌
轟
々
務
所
報
）
之
も
亦
現
存
す
れ
ば
例
の
こ
章
の
窟
入
問
題
に

一
の
資
料
を
提
供
し
得
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
二
二
、
松
森
本
　
東
京
商
科
大
盛
商
學
専
門
部
激
雷
有
馬
藤
政
氏
の
お
話
に
よ
る
ご
長
崎
市
西

山
の
松
森
油
島
（
天
満
宮
）
に
も
奥
書
つ
き
の
寓
本
が
あ
っ
た
と
の
事
で
あ
る
が
同
淋
畿
内
伊
奈
熊

之
助
氏
か
ら
の
御
返
書
に
よ
れ
ば
、
曾
て
見
受
け
た
る
威
も
あ
る
が
今
の
書
「
庫
に
は
見
応
ら
な
い
○

　
　
菅
家
慧
誠
ヒ
そ
の
瀦
魂
漢
オ
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
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家
屋
の
改
修
其
の
他
で
調
べ
方
に
困
っ
て
み
る
か
ら
後
日
確
實
に
取
調
べ
尭
上
で
そ
の
有
無
を

聞
か
せ
て
下
さ
る
ご
の
事
で
あ
る
。

　
二
三
、
藁
縄
他
　
　
山
［
岡
俊
明
、
小
山
田
與
清
、
山
導
人
部
旦
彪
香
、
大
國
隆
正
、
入
田
’
知
紀
、
狩
谷
金
作
等
の
檸
W
用

し
た
爲
本
に
就
い
て
も
諸
種
の
姉
西
を
通
し
て
諭
せ
ら
れ
る
が
是
等
は
何
れ
も
寓
本
そ
の
も
の

》
研
究
に
ご
つ
て
よ
り
も
他
の
方
面
に
於
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
か
ら
中
篇
及
び
後
篇
に
護
っ

て
叢
に
は
詳
述
し
な
い
こ
ご
、
す
る
。
（
此
章
絡
、
一
四
、
五
、
入
）

附
言

　
本
論
丈
に
於
け
る
不
備
の
鮎
、
特
に
本
稿
に
漏
れ
六
爲
本
や
板
本
に
就
い
て
ぜ
め
て
其
の
所
在
な
り
亡
も
下
記
へ
御
示
教
潜
恵
ま
れ
糞
な
ら
ば
有
り

　
難
く
存
じ
ま
す
（
現
住
所
　
京
都
専
町
今
爾
川
上
ル
五
丁
目
東
入
）


